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序

文化財行政につきましては、日頃、市民はもとより、

各関係機関の御理解と御協力をいただいておりますこと

心から感謝にたえません。

最近、とりわけ都市づくりや都市像についての関心が

高まり、文化を考える上での基礎的資源として、文化財

の保存に対する関心も高揚 していますことは大変喜ばし

い限 りであります。

文化財は先人が培ってきた歴史的所産でもあり、国民、

市民の共有の文化の財産 として保護・保存され、後世に

しっかりと継承されるべきものであります。教育委員会

といたしましても、こうした意義をしっかり受けとめ、

鋭意努力している所であります。

ここに報告される概報は、高速鉄道建設に係る発掘調

査の成果でありますが、これも文化財行政の一貫として

実施されたものであります。本調査に際 しましては多く

の市民の方々、学識者の御協力、御指導と各関係機関の

一体 となった事業として実施 されたものでありまして、

この御支援に対 し深心なる感謝を申し上げますとともに、

本書が貴重な学問的資料として、また市民各位の学習資

料として御活用いただければ幸いに存 じます。

最後にこうした文化財に対する変ることない御支援、

御指導をお願い申し上げまして、刊行の御挨拶といたし

ます。

昭和61年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎



例    言

1,本書は、仙台市高速鉄道南北線関係追跡の六反田追跡・富沢水田遺跡鳥居原地区における

昭和60年度の追跡発掘調査概報である。

2.本概報は調査の速報を目的とし、作成にあたり次のとおり分担 した。

本文執筆 I・ Ⅲ・……篠原信彦     Ⅱ・Ⅳ……吉岡恭平

V………Ⅲ…斎野裕彦

整理作業 会田容弘、佐藤茂己、諏江 敏、高橋孝次、松本幸子、西木広枝、森 陽子、

村上祥子、長江恭子、大友節子、菊地つね子、小池房子、今野ちぎよ、菅原

みほ子、高橋ヨシ子、千田あや子

編集は担当職員が行った。

3.調査にあたり次の方々の御指導、御教示を賜った。

新井房夫 (群馬大学)、 庄子貞雄 (東北大学)、 庄司駒男 (東北大学)、 藤原宏志 (宮崎大学)、

山田一郎 (東北大学)、 豊島正幸(東北大学)

4:.本書に使用 した地図は国土地理院発行の 5万分の 1「仙台」を複製 した。

5。 本書の上色については「新版標準土色帳)1/Jヽ 山・竹原 :1970)を 使用した。

6.本書中の方位角は真】し線を基準としている。

7.本書中で使用 した遺構略号は次のとおりである。

SD 濤  跡

SI 竪穴住居跡・竪穴遺構

SK 土  渡

SR 河  川

SX その他の追構

8.本書に関係する出土遺物・作成図面・写真は一括 して仙台市教育委員会が保管している。
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調査経過

仙台市高速鉄道南北線建設 に伴 う遺跡の

発掘調査は、今年度で 5年 目を迎 え、 4月

10日 から開始 した。高速鉄道本線部分の調

査は昨年11月 で完了し、今年度は駅関係施

設や道路建設 に伴い、富沢水田遺跡 と六反

田遺跡の 2箇所 を調査 した。

富沢水田追跡′烏居原地区では長町南駅の

②③番出入口・A換気口・B換気回の3地

点の調査を実施した。出入口やB換気口で

は弥生時代中期の水田跡が検出されたが、

平安時代の水田跡については攪乱が全体に

及んでいたため不明である。弥生時代の水田跡では出入口で面積81だ の長方形の区画が検出さ

れている。B換気口ではこの水田跡の直下で畦畔が検出され、水田跡であることが明らかとな

った。A換気回は本線部分と鍋田変電所との間に位置 している。調査区が狭いため、水田跡の

区画は捉えられなかったが、平安時代・弥生時代の水田作土は検出され、弥生時代の足跡状の

凹みが検出されている。また弥生時代中期の水田跡の下層でも杭 6本が検出された。

六反田追跡では市道「下ノ内・六反田線」の迂回道路について調査 を実施 した。すでに供用

開始された道路であったため、交通制限をしての調査 となった。今回の調査は対象の北側半分

で、残半分は昭和61年度調査予定である。今回の調査で奈良時代の竪穴住居泌 1棟、古墳時代

・平安時代の濤跡、縄文時代の河川が発見された。

調査を実施するにあたり、仙台市交通局高速鉄道建設本部 と度々の協議を行い、昭和60年 11

月28日 、六反田遺跡の調査 を最後に本年度の野外調査 を終了した。これにより、高速鉄道建設

に伴 う発掘調査は、市道「下ノ内・六反田線」及び富沢駅東狽1の市道「下ノ内・塚田線」の道

路建設部分となった。

第1表 調査一覧表

第 1図 遺跡の位置図

(1 富沢水田追跡鳥居原地区 2 六反田追跡 )

追  跡  名 時  代
調査期間 調査面積 担 当 職 員 備  考

所  在  地 種  類

六 反 田 追 跡 縄文～平安 S60.  9.  9～

S60. 11  28
280ポ 篠原信彦・吉岡恭平

仙台市大野田字五反田他 集 落 跡

富沢水田遺跡 (鳥居原地区) 弥生～近中世 S60.  4. 10⌒ ヤ

S60.  8。   9
710ポ 篠原信彦・吉岡恭平・高橋 泰 鍋田工区

仙 台 市長町南三丁 目他 水 田 跡



Ⅷ 昭和56年度調査

1111■:昭和57年度調査

H昭 和58年度調査

尋 昭和59年度調査

鞠  昭和60年度調査

m

第 2図 調査区位置図
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澄肋番号 遺 跡 名 称 所 属 時 期 遺跡番号 追 跡 名 称 所 属 時 期

C-197 六 反 田 遺 跡 縄文(中 後・晩)、 弥生～平安) C-106 三 神 峯 追 跡 縄文(早
。前・中)

C-301 宮沢水 田遺跡 弥生～近世 C-107 声 ノ ロ 遺 跡 平 安

C-196 伊 古 田 遺 跡 縄文 (後 )、 古墳～平安 C―■2 大 野 田 遺 肋 縄文(後 )、 奈良、平安

C-299 下 ノ 内 遺 跡 縄文(中 ・後)、 弥生～平安 C-152 鍛 冶屋敷 A追跡 奈良、平安

C-300 下 ノ 内 浦 遺 跡 縄文 (早・前 後 )、 弥生～中世 C-153 堀 ノ 内 遺 跡 古墳 ～平安

C-007 砂 押 古 墳 古IIR C-155 原 東 追 跡 古墳～平安

C-008 裏 町 古 墳 占墳 C-156 裏 町 東 遺 跡 平 安

C-014 教 塚 古 墳 古墳 C-195 冨沢上 ノ台遠跡 奈 良 、平 安

C-015 金 洗 沢 古 墳 古墳 C-198 袋 東 遺 跡 古墳、奈良、平安

C-017 金 岡 八 幡 古墳 古墳 C-201 宮 沢 清 水 追 跡 奈良、平安

C-031 土 手 内 模 穴 群 奈良、平安 C-203 砂押屋 敷遺跡 平安

C-038 王 の 壇 古 墳 吉墳 C-233 山 口 追 跡 縄文 (早 ～晩 )、 弥生 ～中世

C-039 春 日 社 古 墳 古墳 C-266 元 袋 Ⅱ 遺 肺 縄文(後 )、 奈良、平安

C-040 五 反 田 古 墳 古墳 C-427 土 手 内 窯 跡 平 安

C-043 鳥 居 塚 古 墳 古墳 C-520 富 沢 館 跡 奈良、平安、中世

C-046 五反 田箱式 石福 古墳 C-658 元 袋 古 碑 群 中世

C-052 五反 田木棺墓 古墳

第 3図 遺跡の位置と周辺遺跡



遺跡の立地と環境

仙台市高速鉄道南北線は、七】ヒ田を起点とし、七北田丘陵、仙台市街地をのせる段丘群 を南

下し、広瀬橋付近から宮城野海岸平野へ入 り、終点泉崎に至る。今年度の調査は、昨年度に引

き続 き宮城野海岸平野の中の郡山低地において行なわれた。郡山低地は北東縁を広瀬川、南縁

を名取川、北西縁を長町―利府線により画されている。ここには広瀬・名取両河川により形成

された自然堤防、後背湿地が見られる。自然堤防は広瀬川右岸、名取川左岸に見られ、名以川

左岸には旧魚川が曲流 している。また郡山低地の中央には南北に走る自然堤防が見られる。こ

れら自然堤防の背後には後背湿地が広がっている。

調査対象区域は、郡山低地の中でもその西半部である。ここには北半の′烏居原、中谷地、泉

崎に広範な後背湿地力司ムがり、南半の下ノ内、大野田には自然堤防が見られる。調査は、富沢

水田遺跡、六反田遺跡で行なわれた。富沢水田遺跡は低地西半部ほぼ中央の後背湿地に立地 し

ている。六反田遺跡は旧蕉川の右岸の自然堤防上に立地 している。

この郡山低地西半部及びその周辺は仙台市内でも数多くの追跡が分布する地域であり、とく

に重層構造の追跡が多数存在することが近年の調査で明らかにされている。南半においてその

発端となったのは昭和51年 に実施 された六反田遺跡の調査であり、その後昭和56年 に開始され

た高速鉄道関係の追跡、伊古田・下ノ内・下ノ内浦遺跡、昭和53・ 56・ 57年の山口追跡、昭和

59年の六反田遺跡などの一連の調査成果から、この地域には、縄文時代早期前葉から中期・後

期・晩期、弥生時代、古墳時代、奈良時代、平安時代、中世、近世、近代、そして現代に至る

までの人間活動の痕跡が、地表下約 2～ 4mの土層に刻み込まれていることが明らかになった。

北半にある富沢水田遺跡は、昭和57年の山口遺跡における平安時代の水田跡の発見を契機とし、

同年実施 された高速鉄道関係遺跡調査で弥生時代と平安時代の水田跡が検出されたことにより

認識されるに至った。昭和59年度までの調査により弥生時代 2時期、平安時代 2時期、中世 1

時期の水田跡の存在が明らかになっていた力＼ さらに昭和60年度の都市計画街路長町一折立線に

伴 う調査で、あらたに弥生時代の 3時期の水田跡と古墳時代の水田跡が検出されている。

その他 には縄文時代の追跡として三神峯遺跡 。大野田遺跡・元袋Ⅱ遺跡などがある。古墳時

代の遺跡は数多く、西多賀周辺には裏町古墳 。金洗沢古墳・砂押古墳等が、大野田には′亀居塚

古墳・工の壇古墳・春日社古墳、大野田 1号 。2号古墳等がある。また、富沢水田遺跡の北に

は金岡八幡古墳が、西南部には教塚古墳がある。中世では新魚川の南に富沢館跡がある。

尚、郡山低地西半部は旧来自然堤防上に集落や畑が営まれ、後背湿地には水田力法 がってい

たが、近年行なわれた土地区画整理及び高速鉄道建設に伴い、開発化が急速に進み、その景観

は変貌の一途 をたどっている。



Ⅲ.六反田遺跡 (C-197)

1.遺跡の立地

六反田追跡は、東北本線長町駅の南西約 2 kmの仙台市大野田字五反田・六反田地内に位置 し、

名取川によって形成された自然堤防上に立地 している。遺跡の北測 を名取川の一支流である旧

魚ナ||が曲流 している。標高は12m前後である。

周辺の遺跡は、西南に伊古田追跡 (C-196)や下ノ内遺跡 (C-299)が隣接 し、旧気川の北

岸には山口遺跡 (C-233)や下ノ内浦遺跡 (C-300)な ど縄文時代から中世にかけて連綿と続

く遺跡が多数存在 している (第 3図 )。

2.調査の方法

市道「下ノ内・六反田線」建設に伴って、六反田遺跡に該当する部分の北半分 (約780∬ )を

対象として調査を開始した。ガス管の埋設や共同住宅駐車場の出入口を確保するため調査区 (Ⅱ

区)の面積は約280∬ となった。グリッドは3× 3mを基本とし、東西軸 (A～ D)、 南耳し軸 (1

～14)を 設定 して調査 を実施 した (第 4図 )。

3.調査の概要

今回の調査によって縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良時代、平安時代の遺構や遺物が検

出された。

基本層位 (第 5図 3、 写真 8)

基本層位は昭和56年度調査の I区 を基準とし、 1・ 4～ 19層 まで確認された。 1・ 4～ 7層

までは I区 と対応 されたが、それ以外は多少異なっている。 4層 は暗褐色シル ト層で、奈良・

平安時代の遺構・遺物が検出された。 5層 は黄褐色砂、 6・ 8層 は黒褐色粘土質シル ト層で、

5。 6層 上面で古墳時代の遺構 。遺物、 6・ 8層 で弥生時代の遺物が少量出土 している。 9～

12層 はにぶい黄褐色の砂質シル ト層、M層 以下はにぶい黄褐色の砂質シルトと粘土質シルトの

互層 となる。14・ 15・ 19層 で縄文時代の遺物が少量出土 している。

S11住居跡 (第 6・ 7図、写真 4・ 5。 9-1～ 4)

〔遺構の確認〕 Ⅱ区北端のC・ D-12・ 13グ リッドの基本層位第4b層 で検出され、住居跡の

ほとんどが調査区外に位置している。

〔重複・増改築〕 SD3濤跡に切られている。

〔平面形・規模〕 住居跡の南東コーナーと煙道部のみであるが方形を呈するものと考えられ

る。主軸方向はE-10°一Sである。

〔堆積土〕 4層 に分けられ、暗褐色のシル ト・粘土質シル ト層である。堆積状態は自然堆積

である。



五 反 田

学
い、

第 4図  グリッド配置図
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層位 土 色 土   性

l 表 上、盛 土

10Y R%にぶい黄褐色 粘土質シルト

10Y R%に ぶい黄掲色 粘土質シル ト

10Y R%に ぶい黄褐色 粘土質ンルト

10Y R%黄  褐 色 砂

10Y R%黒  褐 色 粘土質シルト

7 10Y R%に ぶい黄褐色 粘土質シルト

10Y R%黒  褐 色 シ  ,レ   ト

10Y R%に ぶい黄褐色 砂 質 シ ル ト

10Y R/に ぶい黄褐色 砂 質 シ ル ト

ЮYR%黄  褐 色 砂 質 ン ル ト

2 10Y R%に ぶい責褐色 粘土質シルト

10Y R%黄  褐 色 砂 質 シ ル ト

10Y R%明 黄 褐 色 砂 質 ンル ト

10Y R%黄  褐 色 砂 質 シ ル ト

10Y R%にぶい黄褐色 粘土質シルト

10Y R%にぶい黄褐色 粘土質シルト

5 10Y R%にぶい黄褐色 砂 質 ン ル ト

6 10Y R%にぶい黄褐色 粘土質シルト

7 10Y R%にぶい黄褐色 砂 質 シ ル ト

10Y R%にぶい責掲色 粘土質シルト

10Y R%にぶい黄褐色 粘土質シルト

9 10Y R/にぶい黄掲色 粘土質ンルト

2.6層上面の遺構

第 5図 遺構配置図
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3.基本層位
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層  位 土 色 土   性 備 考

1 OYR%暗 褐色 ル ト 焼土粒、炭化物を含む

2 OYR%暗 褐色 粘土質シルト 炭化物を多く含む

3 OYR%暗 掲色 ル ト 炭化物を多量に合む

4 OYR/暗 掲色 ,レ ト 炭化物を含む

5 0‐ YR%黒掲色 *占土質シ,レ ト 多量の焼土粒、炭化物を合む

6 7.5YR%黒 色 シ  ,レ   ト 人を受けて焼けている(煙道)

7 10 Y R%掲  色 砂 質 シ ル ト 10Y R%(黄褐色)の 砂質シルト混入 (カ マド袖)

8 10 Y R%暗褐色 ,レ    ト 焼土炭化物を含む(住居跡の掘り方)

① 10 Y R%暗掲色
'レ

    ト 焼土粒、炭化物を含む

② 75YR%褐 色 ト 焼土粒、炭化物粒を合む

③ 75YR%暗褐色 ン  ,レ   ト 焼土ブロック

④ 7.5Y R%黒 色 ,レ ト 炭化物粒を合む

10 Y R%褐  色 粘土質シルト 炭化物を者干合む(基本層位)

第 6図  S11住 居跡
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番 号 出 土 状 況 種  類 器   形 外 面 調 整 内 面 調 整

と S11住居跡、 Pl 土 師 器 郭 ヨコナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ、黒色処理

2 SIユ 住居跡、 Pl 土 師 器 郭 ヨコナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ、黒色処理

3 SIl住居跡、床面 土 師 器 大 型 郭 ヨコナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ、黒色処理

4 S11住居跡、 1層 土 師 器 獲 ヨコナデ、ヘラケズ リ ヨコナデ、ヘラナデ

第 7図 出土遺物 (1)
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〔壁〕 床面よりやや傾斜をもって立ち上がり、壁高は東壁で約30cm、 南壁で約40cmである。

〔床面〕 床面は貼床でほぼ平担である。掘り方の厚さは約10cmで焼土を多量に混入している。

〔柱穴〕 ピット1個が検出されたが柱穴は不明である。

〔周溝〕 南壁で検出され、幅約20cm、 深さ約10cmで ある。

〔カマド〕 東壁に付設されているが燃焼部は調査区外にある。煙道部は長さ1.8m、 幅30cmで

東にのびる。

〔出土遺物〕 遺物は床面、ピット、堆積土より土師器郭、甕が出土している (第 7図 )。

溝  跡 (第 5図、写真 6。 7)

濤跡は4層中で3条 (SDl～ 3)、 5層上面で2条 (SD4。 5)が検出されている。SD

2・ 3は南】ヒ方向に走る。 SD4・ 5は東西方向でSD4の堆積土より土師器高郭が出土して

いる。

SRl,可サII

基本層位第12層 で検出され、調査区のほとんどが河川の中に位置する。堆積土は砂礫、砂で

ある。河川の規模は不明、深さも約 2m以上で底面は検出されなかった。堆積土中より縄文土

器片が多く出土 している (第 8図 9～ 34、 写真 9-12～ 37)。 土器片は縄文後期～晩期で、測 H

が埋まり終った段階で、弥生土器を混入する8層 が堆積している。

遺物包含層 (第 8図 1～ 8、 写真 9-5～ 11)

基本層位第 6・ 8層 より弥生土器、第19層 より冷亀文土器が少量出土している。 6層 出土のも

のは約20点 出土しているが同一個体の破片が多い。第 8図の 1は 3段 に交互刺突された天王山

式の口縁部片である。 8層 出土のものは約20点出土している。 2～ 5は同一個体の甕形土器で

頸部に横位の列点文、口唇部、胴部にLR縄文が施されており、桝形囲式のものである。15層

から凹石、19層 から縄文時代中期末葉、後期前葉の土器片が若干出土している。

4.ま とめ

○今回の調査では奈良時代の住居跡 1軒のほか、濤肋 5条、ピット、河川、遺物包合層が検出

された。

9弥生時代の包合層は桝形囲式と天王山式の 2層検出された。

○これまで同遺跡では縄文時代中期 (大本8b式、大木10式 )、 後期初頭などの遺構・遺物が多量

に発見されていたが今回の調査区では発見されなかった。



写真 1 調査前の状況

写真 2 調査区全景 (4層 )

写真 3 調査区全景 (6層 )



写真 4 S11住居跡

写真 5 遺物出土状況

写真 6 SD2溝 跡



写真 7 SD4溝 跡

写真 8 東壁断面



嬢 櫂
6

9

為
３０吼 1～ 4…土師器(SH住居跡)  5・中弥生土器(6層 )

6～ 8…弥生土器(8層)  9～ 11…縄文土器(19層 )

写真 9 出土遺物

12～37…縄文土器(SRl)
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Ⅳ。富沢水田遺跡 (C-301)鳥居原地区

1.遺跡の立地
(注 1)

富沢水田遺跡は、仙台市の南西部の富沢地区にあり、郡山低地の西半部、主に広瀬川と宅取

川とによって形成された後背湿地に立地 している。鳥居原地区は、富沢水田遺跡の北東部、東

北本線長町駅の西方約800mに位置する。今年度の調査箇所は、仙台市高速鉄道南北線長町南駅

のA換気口(A換区)、 B換気口(B換区)、 ②③番出入口 (出入口区)の 3ケ所で、面積は710

どである。今年度は当該調査区東方においても都市計画街路長町―折立線の事前調査 (約6000

(注 2)

∬)が実施 され多大な成果をあげている。

2.調査の方法

高速鉄道の起点七北田から調査箇所までの距離は、A換区が約 12.340km、 出入口区が約12.4

60km、 B換区が約12.490kmで ある。調査区には鋼矢板 を打ち込み、調査は1.5～ 2mの盛土を機

械で掘削 し、旧耕作土以下の層を人力で行なった。

3.調査の概要

調査箇所は 3ケ所で、A換区と出入口区間が120m、 出入口区とB換区間が30m離れている。

A換区と出入口・B換区とふたつにわけて略述する。尚、57年度以降の成果を第 9図 に示 した。

A.A換区 (第 10図、写真13～ 16)

層位  1層 から24層 まで確認された。 1～ 14層 は昨年度調査 した鍋田変電所部分と同様であ
(注 3)

り、今回さらに下位に15～ 24層 まで確認している。基底の礫層はさらに4～ 5m下に存在する。
(注 4)

1層 は旧耕作土、 2層 はシルト層、 3～ 5層 は粘土層、 6層 以下は泥炭層である。

概要 調査区の面積は114∬ である力＼既に下水管埋設により破壊 された部分があるため、実

際の調査面積は約67∬ である。昨年度の調査で 2・ 3・ 4。 11・ 12層 で水田跡が検出され、さ

らに6b。 7層 が水田跡である可能性が指摘 されていた。今回の調査では 4層 で畦畔、12層 で足

跡状の凹み、15。 16層 で杭などが検出されている。 4層 の畦畔は部分的検出であるが、南耳し方

向の畦畔はほぼ真北方向に向いており、昨年度 4層 で検出された平安時代の畦畔と関連するも

のと考えられる。弥生時代の水田跡 とされる12層 では畦畔などの遺構は検出されなかったが、

足跡状の凹みが 9ケ検出された。15～ 16層 では杭が 6本検出され (第 10図、写真14～ 16、 写真

27-1～ 4)、 昨年度まで追構の最終面と考えられていた12層以下にも遺構が存在することが予

想されるに至った。

B.B換区・出入口区 (第 11。 12図、写真17～ 26)

層位 両調査区共通の層位は 1～ 18層 である。 1層 は旧耕作土、 2層 はシル ト層、 3層粘土

層、 4層 以下が泥炭層 となる。B換区の深掘 りの結果では、25層 以下はグライ化 した緑灰色系

17



の土層になり、 3～ 4m下で基慮の礫層になる。

概要 B換区の面積は190∬ 、出入口区の面積は406∬ である。今回の調査では4層 で濤 4条、

7c層 上面と7d層上面で水田跡、 8層 中と10b層 中から杭が検出された。4層 の濤跡は、底面から

表杉ノ入式期の高台付郭を出土 していることから平安時代に属すると考えられる。

7c層 の水田跡は、B換 。出入口両方で検出された。この7c層 は、58年度に弥生時代中期の水

田跡が検出された7c層 と同一層で、今回検出された水田跡も同時期の水田跡と考えられる。B

換区では大畦 1条 と足跡状の凹みが検出された。大畦は上幅50～ 150cm、 下幅150～ 200cmで ある。

その方向はN-51° 一Wで、58年度に検出した大畦のひとつの延長上にある。水田の標高は8.9

～8.8mで 、大畦との比高差は 6 cm前後である。水田上面では7a層 を埋土 とする足跡状の凹みが

多数検出された。出入口区では調査区の中央 と耳ヒ東隅に大畦、それらの間に小畦が検出された。

中央の大畦は、上幅100～ 140cm、 下幅150～ 200cmで、方向N-57°一Wである。耳ヒ東隅の大畦は、

58年度調査の大畦のひとつの延長上にあるものの、その規模などは不明である。小畦は、上幅

10～ 50cm、 下幅30～ 70cmである。この大畦と小畦により区画された 5枚の水田が検出された。

そのなかでその形状、面積などが推定可能なものは 1枚だけであり、その形状は長方形、面積

は約81ど である。しかし区画された水田内は、若子のレベル差 をもついくつかの平坦面で構成

されており、より小 さい区画の水田が存在 した可能性も考えられる。水田の標高は8.4～ 8.9m

で南へ傾斜する。水田と大畦の比高差は4～ 10cmで ある。水田上面では、7b層 を埋土とする足

跡状の凹みを多数検出している。また、 8層 と10b層 で杭が検出され(写真26)、 7c層 以下 に も

遺構が存在する可能性が考えられる。

B換区では、さらに7d層 でも大畦が検出された。大畦は上幅 lm、 下幅1,7～2.3m、 方向は

N-71°一Wと 7c層 の大畦の方向と大 きく異なっている。水田面の標高は8.7mで 北へ傾斜 して

いる。A換区同様に昨年度まで遺構の最終面と考えられていた7c層以下にも水田遺構が存在す

ることが確認されたことになる。

4.ま とめ

昨年度まで調査 されてきた7c層 (A換区・変電所地区での12a層 )の弥生時代中期 (桝形囲式

期)の水田跡が南へも広がっていることが確認された。さらにB換・A換区の成果からさらに
(注 5)

下層 にも水 田遺構 な どが存在 す ることが‡旨摘 された とい える。

遺

注 1) 第Ⅱ章参照。

注 2) 斎野裕彦・及川格 1986「仙台市富沢水田遺跡の調査」『考古学ジャーナル』No260 p.p23～ 25。

注 3) 斎野・及川 1983「 Ⅶ.鳥居原遺跡 註 9」 『高速鉄道関係追跡調査概報Ⅱ』p・ 53。

注 4) 及川 1984「 Ⅵ.富沢水田遺跡 注 4」 『高速鉄道関係追跡調査概報Ⅲ』p.75。

注 5) 注 2に示 した都市計画街路に伴 う富沢水田遺跡の調査においては、より下位の層から水田跡が検出さ

れてくるとともに、さらに2.5m下 から縄文時代の遺物が検出されている。
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A換気口土層観察表

上   色 と  性 備 考

10Y R焔 灰 e 十日絶

75�M掘 仄 色 ンルト質粘上

10Y RX黒 福 色 IB ■ 平安時代水田薪作と、反自色火山灰含む

ユOY R%黄 褐 色 ンルト質粘止 平安時代水日耕作■、灰白色火山灰含む

10Y Rχ 黒 縄 色 th ■

IOV R%黒 褐 色 灰黄縄色粘ととコ冒、B換区の4層

10YR/1EE 褐 色
5V理 ,奨 お 上 黒範 粘■とコ唇、

25覇%暗灰黄色 粘 ■ B換区の5層

75W墜黒 褐 色 粘 土 灰オリーブ粘とと互層、B換区の6層

5 Y%灰   色 粘 土

10YRχ 黒   色 仄剤離錦 ととコ唇、B換区の,劇唇

10V R/反 黄輯色 粘 孫生時代水口耕作上、B換区の7隠

]OYR/褐  灰 色 弥生時代水日耕作■、B換区の7針 層

10YRχ黒 褐 e 土 灰黄褐色粘止とコ唇、B換区の79層

25Y%暗 灰黄色 士

101R〔夕黒  色 士

10Y R%黒    色 士

10Y RX亀 褐 色 土

10Y R/褐 灰 色

5V"吹   色

5Yχ黄灰 土

SY/暗 反黄色 土

IOIRI%黒   色 土

15 Yχ 黄仄色 土

IOIRlメ黒  色 土

5Yχ黒 福 色

第10図 A換気口区



計ふ盈。叱
O

も

埓

６

W
じ、

。  見 ,″

く 7c層 検出水田跡

7b層 検出水田跡 〉

♀   I   I   I   I  ♀m

お
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
托

９
い　

監

　

　

や　
ｃ

。　
　
　
　
　
９

，
・

。
　
　
　
ヽ
　

　

ｎ

B換気口土層観察表

IOY Rあ 黒  凋
iOY R%黒  掘

第11図  B換気口区

９

■
　
８ｍ
一‐４

‐５

‐７
　
　
　
‐９

７ｍ



Ⅲ

離
醤
れｏむ
　

手
φ

・♂

謀

暫

｀
汰 ′

右の断面図

部分

ノ

黒

―

―

0               5m
l  l  l  l  l  l

第12図 ② ③番出入口区



‐
幸―‐即
〆
／．意
ヾ
ぷ

| ! : ! ! 10 1 : : : 40Cm

第13図 杭実測図 (1)



i : 1 : : 10 : 1 : 1 守

Cm

｀ <士
=― ==ユ ー   イオ ~~

一

２０出 一
第14図 杭実測図 (2)

25・ 26



0                   10                  20cm
i : : : : : : : : : I

杭

図No 出土区 層位 取上げNα 素 材
札残存 (銅 ) 末 端 部 位 (cHl)

写 真
長 さ 幅 長 さ 加工回数 加 工 面 の

最 大 刃部 幅 末端方向

第13図 1 A換 区 15層 杭No l 九太材 根  本 写真271

第13図 2 A換 区 15層 本んNo 2 丸太材 9 根  本 写真272

第14図 1 A換 区 16層 抗No4 九太材 根 本 写真273

第14図 2 A換 区 16層 榊 α3、  No7 丸太材 136.0 72 50 根  本 写真274

第15図 1 出入口区 8層 追物No79 九太材 写真276

第15図 2 出入口区 10b層 遺物No80 丸太材 根 本 写真275

第15図 杭実測図 (3)
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写真24 ② ③ 番出入口区

7c層水田跡

写真25 ② ③ 番出入口区

東壁断面

(ぷ熟む)

写真26 ② ③ 番出入口区
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1.A換区杭hl、 2.A換区オ細o2、 3.A換区オ榊α3+7、 4.A換区た畑 o4、 5.出入口区遺伽 o80、 6出入口区遺ONo79

写真27 杭 (1.2.5.6は約%、 3.は約錐、4.は約%)



とみざわすいでん    、とり い 1ぎ ら

富沢水田遺跡鳥居原地区33層の火山灰について

1.火山灰の検出

昭和57年度の富沢水田遺跡鳥居原地区の調査では、平安時代と弥生時代桝形囲式期の水田跡

が険出されており、桝形囲式期の水田跡よりも下層の調査は、試掘 トレンチ及び深掘り区の設

定により8箇所で行なわれた。その結果、最も東の深掘 り区の33層 が、東】し大学農学部庄子貞

雄氏・山田一郎氏の分析により大山灰であることが判明した。この大山灰は34層 の上にほぼ全

面にわたってみられるが、層厚は 2～ 3 cm、 厚い所で 4 cm程 である。

鳥居原地区の基本層序は 1～ 8層 まで確認されており、 9層以下の各層は、対応関係が不明

なため各試掘区及び深掘 り区毎に層名を与えている。大山灰の検出された深掘 り区の層序は、

1層 旧耕作土、 2層 シル ト層、 3層粘土層、 4～ 26層泥炭層、27～30層砂層、31・ 32層 泥炭層

33層 シル ト層、34層泥炭層、35～37層砂層で、35層以下には砂層が続き、37層の下位約 4.5m
(注 1)

には基底礫層がある。火山灰の検出された層位は、鳥居原地区においては砂層の形成がほぼ終

了し、泥炭の形成が始まって間もない頃と考えられる。また試掘 トレンチ及び深掘 り区の調査

では 7箇所全てにおいて砂層上部まで掘 り下げているが、火山灰の検出されたのは 1箇所だけ

へ~^有
デ 魂 り 生 マ ｀

却 √

写真28 富沢水田遺跡鳥居原地区深掘 り区北壁断面
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第16図 宮沢水田遺跡鳥居原地区

深掘り区北壁断面図 写真29 宮沢水田遺跡鳥居原地区深掘り区西壁断面
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であり、その分布は鳥居原地区全域にわたるものではなく、堆積条件の差異により部分的な分

布を示していると考えられる。尚、27～30層の砂層は、35層以下の砂層の形成とは異なり、一

時的な砂の供給の結果形成された層と考えられる。大山灰の分析・同定は、広域火山灰である

ことも想定し、群ィ碍大学の新井房夫氏に依頼し、年代については、大山灰の上下の層が植物遺

体を多く含むため31層 。32層・34層の14c年
代測定を日本アイソトープ協会に依頼した。

2.火山灰の分析結果

宮沢水田遺跡鳥居原地区33層火山灰分析結果 (新井房夫氏による)

糸屯  化 一次鉱物組成 屈  折  率 考備

ランク 有色鉱物 ガラス

ガラス 11.514～ 1.516

(1.515)
シソ輝石 :1,708±

① アルカリ長石なし
② subalkalie
③ 大陸起源の恐れなし
④ 従来の既知テフラとの対比は不明C

シソ輝石

普通輝石
磁 鉄 鉱

軽石型

3.14c年代測定結果

31層 :5070± 90y B.P.

32層 :5440±80y B.P.

34層 :5530±10iy B.P.

4.小  結

以上のことから、富沢水田遺跡′烏居原地区33層の大山灰は、14c年
代測定結果に基づけば約

5500年 前のものであり、分析結果からは噴出源は不明であるが、大隆起源ではないこと力執日ら

れた。さて、このシルト質の大山灰は灰白色を呈するが、類似する火山灰は富沢水田遺跡及び

その周辺の数箇所で検出されている。

(1)山 口遺跡下部火山灰 :昭和56年度・57年度に行なわれた調査で、厚さ1～ 3 mmの 灰自色火

山灰が16層 上面で検出されている。16層 上面からは縄文時代早期末葉の土器が一括出土し

ている。分析は庄子貞雄氏・山田一郎氏によりなされているが、噴出源は不明である。
(注 2)   

｀

(2下 ノ内浦遺跡16層 中の灰白色シルト:昭和59年度に行なわれた調査で、16層 中に灰自色の

シル トがブロック状 (1～ 2 mmlに 含まれていることが確認された。この灰白色のシル ト

は、層相から火山灰と考えられるが、含まれていた量が極めて少なかったため分析は行な
(注 3)

われていない。また15層 中からは大木5b式土器の破片が7点一括出土している。これらの

土器片は、胎土・色調から同一個体である。器形は日縁部がやや外反する深鉢形と考えら

れるが、復元できないため、胴部上半と胴部下半の破片の拓本と写真を示 した。第18図 1

は、口縁部付近の破片である。連続した山形の粘土組の貼付を2段 に施 し、その下に横位

に粘土紐を4条貼付ている。第18図 2は胴部下半から底部付近にかけての破片である。地
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第17図 下ノ内浦遺跡

基本層位模式図 第18図 下ノ内浦遺跡15層 中出土遺物

は単節RL縄文であり、底部付近はナデを施 し、無文としている。

(3虜沢水田遺跡(B換気口)24層 中の灰白色シルト:昭和60年度に行なわれた仙台市高速鉄道

建設に伴なう富沢水田遺跡鳥居原地区B換気国の調査では、24層 中に灰白色のシルトがブ

ロック状 (5～ 20mml lこ 含まれていることが確認されている。
(注 4)

(4庫 沢水田遺跡 (長町折立線)31層 中の灰白色シルト:昭和60年度に行なわれた仙台市都市計

画街路長町―折立線建設に伴 う富沢水田追跡の北東端部の調査では、31層 中に灰白色のシ

ルトが確認されている。

以上のように、富沢水田遺跡及びその周辺には、灰白色を呈する火山灰もしくは人山灰と考

えられる層が 5地点で検出されている。これらの中で分析がなされているのは富沢水田遺跡′島

居原地区33層 と、山口遺跡下部大山灰であるが共に噴出源は不明であり、年代的には前者が14c

年代測定結果に基づけば約5500年 前であり、後者は縄文時代早期末葉と想定されている。今後

富沢水田遺跡及びその周辺では、この 2地点の火山灰とともに、大木 5b式期以前と考えられ

る下ノ内浦遺跡16層中の灰白色シルトをも合め、土壊学との連関のもとに詳細な分析を行ない

噴出源を同定していく必要がある。

注 1

注 2

注 3

注 4

仙台市高速鉄道建設に関するボーリング調査結果に基づく。
仙台市教育委員会 1984.『 山口遺跡Ⅱ』仙台市文化財調査報告書第61集。
興野義-1970。 「大木 5b式上器の提唱」『吉代文化』第22巻第 4号
この灰白色のシルトは大山灰と想定され、現在庄子貞雄・山田一郎氏により分析 。同定中である。
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第73集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅱ (昭和59年 3月 )

第74集 郡山遺跡V一昭和59年度発掘調査概報― (昭和60年 3月 )

第75集 仙台平野の追跡群Ⅳ (昭和60年 3月 )

第76集 仙台城三ノ丸跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )

第77集  山田上ノ台遺跡―昭和59年度発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第78集  中田畑中追跡一第 2次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第79集  欠ノ上 I遺跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )

第80集 南小泉遺跡―第12次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第81集 南小泉遺跡一第13次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第82集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概穀Ⅳ (昭和60年 3月 )

第83集 年報 6(昭和60年 3月 )

第84集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅲ (昭和60年 3月 )

第85集 宮城県仙台市愛宕山装飾横穴古墳発掘調査報告書 (昭和60年 8月 )

第86集 郡山遺跡Ⅵ (昭和61年 3月 )

第87集 仙台平野の追跡群V一昭和60年度発掘調査報告書― (昭和61年 3月 )

第88集  上野遺跡発掘調査報告書

第89集  仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報V
第90集  若林城跡―平安時代の集落跡

第91集  東北電力鉄塔関係遺跡調査報告書

第92集  五城中】し窯跡発掘調査報告書

第93集 年報 7(昭和61年 3月 )
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